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前    言 

 
文学是语言的艺术，一个国家或民族优秀的文学作品无疑是其语

言最精华的部分。不言而喻，这一命题当然也适用于解释日本语言与

文学的相互关系。因此，一个日语学习者要掌握日语，自然离不了练

习发音、会话，掌握语法、句型等过程。但这些仅仅是一个基础，是

掌握日语这门工具的最基本的训练。当学习者具备了一定的日语基础

之后，要进一步提高自己的水平，除了其他的语言实践活动之外，一

个有效的途径就是要有选择地阅读一些日本的文学作品。通过文学作

品所提供的背景和具体的语言环境来理解词汇的确切含义，把握微妙

的语感变化。为此，在多年的教学实践的基础上，编写了这本《日本

文学选读》教材。 

本教材的主要对象是大学日语专业高年级学生和一般的日本文学

爱好者。内容主要以日本近现代的小说为主，并收入了部分古典文学

作品和文学评论。因考虑到阅读理解的难度，故没有收入诗歌。也考

虑到篇幅的限制，割舍了不少长篇佳作。但入选的作品可以说基本上

代表了日本近现代文学的风格和水平。如明治时期的有森鸥外的《舞

姫》；島崎藤村的《破戒》；夏目漱石的《こころ》；志贺直哉的《城の

崎にて》，大正时期的有芥川龙之介的《羅生門》；横光利一的《蝿》，

昭和前期的有川端康成的《かけす》；堀辰雄的《風立ちぬ》；太宰治

的《走れ メロス》，昭和后期的有井伏鳟二的《屋根の上のサワン》；

安部公房的《鞄》；向田邦子的《知った顔》；村上春树的《鏡》；另外

还选入了小林秀雄、大江健三郎等的有代表性的评论文，以培养学习

者对日本文学评论的阅读理解能力。最后是两篇日本古典文学作品的

片段，这一部分不作重点，意在使学习者初步涉猎一些日本古典文学

作品，以提高对古典文学的阅读、欣赏能力。 
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本教材除了原作外，为了便于学习者深入了解作品的创作背景，

准确把握原作的内容，还附有作者简介、注释、以及问题提示。在编

写过程中得到了对外经济贸易大学教材委员会的资助，也得到了同行

们的支持及帮助，在此谨表谢意。 

由于编者水平有限，错误之处在所难免，恳请读者提出宝贵意见。 

 

                                               编  者 

                                             2007 年 4 月 
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第一課  舞    姫 
 

森  鴎  外 
 
 
 
石炭をばはや積み果てつ。中等室の卓のほとりはいと静かにて、

①熾熱灯の光の晴れがましきも②徒らなり。今宵は夜ごとにここに

集ひ来るカルタ仲間も「ホテル」に宿りて、舟に残れるは余一人の

みなれば。五年前の事なりしが、平生（ひごろ）の望み足りて、洋

行の官命を蒙り、この③セイゴンの港まで来し頃は、目に見るもの、

耳に聞くもの、一つとして新たならぬはなく、筆に任せて書き記し

つる紀行文日ごとに幾千言をかなしけむ、当時の新聞に載せられて、

世の人にもてはやされしかど、今日になりておもへば、幼き思想、

身の程知らぬ放言、さらぬも尋常の動植金石、さては風俗などをさ

へ珍しげにしるししを、心ある人はいかにか見けむ。こたびは途に

上りしとき、日記ものせむとて買ひし冊子もまだ白紙のままなるは、

独逸にて物学びせし間に、一種の④「ニル・ーアドミラリイ」の気

象をや養ひ得たりけむ、あらず、これには別に故あり。 
げに東に還る今の我は、西に航せし昔の我ならず、学問こそなほ

心に飽き足らぬところも多かれ、浮き世の憂き節をも知りたり、人

の心の頼み難きは言ふも更なり、我と我が心さへ変はり易きも悟り

得たり。きのふの是はけふの非なる我が瞬間の感触を、筆に写して

誰にか見せむ。これや日記の成らぬ縁故なる、あらず、これには別

に故あり。 
嗚呼、⑤ブリンヂイシイの港を出でてより、はや二十日あまりを
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経ぬ。世の常ならば⑥生面の客にさへ交はりを結びて、旅の憂さを

慰め合ふが航海の習ひなるに、⑦微恙にことよせて房の裡にのみ籠

りて、同行の人々にも物言ふことの少なきは、人知らぬ恨みに頭の

み悩ましたればなり。この恨みは初め一抹の雲の如く我が心を掠め

て、瑞西（スイス）の山色をも見せず、イタリアの古跡にも心を留

めさせず、中頃は世を厭ひ、身をはかなみて、⑧腸日ごとに九回す

ともいふべき惨痛を我に負はせ、今は心の奥に凝り固まりて、一点

の翳とのみなりたれど、文読むごとに、物見るごとに、鏡に映る影、

声に応ずる響きの如く、限りなき懐旧の情を喚び起こして、幾度と

なく我が心を苦しむ。嗚呼、いかにしてかこの恨みを⑨銷せむ。若

し外の恨みなりせば、詩に詠じ歌によめる後は心地すがすがしくも

なりなむ。これのみは余りに深く我が心に彫りつけられたれば⑩さ

はあらじと思へど、今宵はあたりに人も無し、⑪房奴の来て電気線

の鍵を捩るにはなほ程もあるべければ、いで、その概略を文に綴り

てみむ。 
余は幼き頃より厳しき⑫庭の訓へを受けし甲斐に、父をば早く喪

ひつれど、学問の荒み衰ふることなく、⑬旧藩の学館にありし日も、

東京に出でて⑭予備黌に通ひしときも、大学法学部に入りし後も、

太田豊太郎といふ名はいつも一級の首（はじめ）にしるされたりし

に、一人子の我を力になして世を渡る母の心を慰みけらし。十九の

歳には学士の称を受けて、大学の立ちてよりその頃までにまたなき

名誉なりと人にも言はれ、某省に出仕して、故郷なる母を都に呼び

迎へ、楽しき年を送ること三年ばかり、官長の覚え殊なりしかば、

洋行して一課の事務を取り調べよとの命を受け、我が名を成さむも、

我が家を興さむも、今ぞとおもふ心の勇み立ちて、五十を踰えし母

に別るるをさまで悲しとは思はず、はるばると家を離れてベルリン

の都に来ぬ。 
余は模糊たる功名の念と、⑮検束に慣れたる勉強力とを持ちて、

たちまちこのヨーロッパの新大都の中央に立てり。なんらの光彩ぞ、
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我が目を射むとするは。なんらの色沢ぞ、我が心を迷はさむとする

は。菩提樹下（ぼだいじゅか）と訳するときは、幽静なる境なるべ

く思はるれど、この⑯大道髪の如きウンテルーデンーリンデンに来

て両辺なる石畳の人道を行く隊隊（くみぐみ）の士女を見よ。胸張

り肩聳えたる士官の、まだ⑰維廉一世の街に臨める窓に倚りたまふ

頃なりければ、様々の色に飾り成したる礼装をなしたる、妍（かお

よ）き少女の巴里（パリ）まねびの粧（よそほ）ひしたる、彼もこ

れも目を驚かさぬはなきに、車道の士瀝青（アスファルト）の上を

音もせで走るいろいろの馬車、雲に聳ゆる楼閣の少しとぎれたる処

には、晴れたる空に夕立の音を聞かせて漲り落つる噴井の水、遠く

望めば⑱ブランデンブルク門を隔てて緑樹枝をさし交はしたる中よ

り、半天に浮かび出でたる⑲凱旋塔の神女の像、この許多（あまた）

景物○20 目睫の間に集まりたれば、初めてここに来しものの応接にい

とまなきも宜なり。されど我が胸にはたとひいかなる境に遊びても、

あだなる美観に心をば動かさじの誓ひありて、常に我を襲ふ外物を

遮り留めたりき。 

余が○21 鈴索を引き鳴らして謁を通じ、おほやけの紹介状を出だし

て東来の意を告げし○22 普魯西の官員は、皆快く余を迎へ、公使館よ

りの手続きだに○23 事なく済みたらましかば、何事にもあれ、教へも

し伝へもせむと約しき。喜ばしきは、我が故里にて、独逸、仏蘭西

の語を学びしことなり。彼らは初めて余を見しとき、いづくにてい

つの間にかくは学び得つると問はぬことなかりき。 
さて官事の暇あるごとに、かねておほやけの許しをば得たりけれ

ば、○24 ところの大学に入りて政治学を修めむと、名を簿冊に記させ

つ。 
ひと月ふた月と過ごす程に、おほやけの打ち合はせも済みて、取

り調べも次第に捗（はかど）り行けば、急ぐことをば報告書に作り

て送り、さらぬをば写し留めて、つひには幾巻をかなしけむ。大学

のかたにては、幼き心に思ひ計りしが如く、政治家になるべき特科
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のあるべうもあらず、これか彼かと心迷ひながらも、二、三の○25 法

家の講筵に列なることにおもひ定めて、謝金を収め、住きて聴きつ。 
かくて三年ばかりは夢の如くにたちしが、時来れば包みても包み

がたきは人の○26 好尚なるらむ、余は父の遺言を守り、母の教へに従

ひ、人の神童なりなど褒むるが嬉しさに怠らず学びし時より、官長

の善き働き手を得たりと奨（励）ますが喜ばしさにたゆみなく勤め

し時まで、ただ○27 所動的、器械的の人物になりて自ら悟らざりしが、

今二十五歳になりて、既に久しくこの自由なる大学の風に当たりた

ればにや、心の中なにとなく妥（おだやか）ならず、奥深く潜みた

りしまことの我は、やうやう表にあらはれて、きのふまでの我なら

ぬ我を攻むるに似たり。余は我が身の今の世に雄飛すべき政治家に

なるにも宜しからず、また善く法典を諳（そらん）じて○28 獄を断ず

る法律家になるにもふさはしからざるを悟りたりと思ひぬ。余は私

（ひそか）に思ふやう、我が母は余を活きたる辞書となさんとし、我

が官長は余を活きたる法律となさんとやしけん。辞書たらむはなほ

堪ふべけれど、法律たらんは忍ぶべからず。今までは瑣々（ささ）

たる問題にも、極めて丁寧に○29 いらへしつる余が、この頃より官長

に寄する書には連（しき）りに法制の細目にかかづらふべきにあら

ぬを論じて、一たび法の精神をだに得たらんには、紛々たる万事は

破竹の如くなるべしなどと広言しつ。又大学にては法科の講筵を余

所にして、歴史文学に心を寄せ、漸（ようや）く○30 蔗を嚼む境に入

りぬ。 
官長はもと心のままに用いるべき器械をこそ作らんとしたりけめ。

独立の思想を懐（いだ）きて、人並みならぬ面持ちしたる男をいか

でか喜ぶべき。危ふきは余が当時の地位なりけり。されどこれのみ

にては、なほ我が地位を覆すに足らざりけんを、日頃伯林（ベルリ

ン）の留学生の中にて、或る勢力ある一群れと余との間に、面白か

らぬ関係ありて、かの人人は余を猜疑し、又つひに余を○31 讒誣する

に至りぬ。されどこれとても○32 その故なくてやは。 
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かの人々は余が倶（とも）に麦酒（ビール）の杯をも挙げず、球

突きの棒（きゅう）をも取らぬを、かたくななる心と欲を制する力

とに帰して、且つは嘲り且つは嫉みたりけん。されどこは余を知ら

ねばなり。嗚呼、この故よしは、我が身だに知らざりしを、いかで

か人に知らるべき。我が心はかの合歓という木の葉に似て、物触れ

ば縮みて避けんとす。我が心は処女に似たり。余が幼き頃より長者

の教へを守りて、学びの道をたどりしも、仕への道をあゆみしも、

皆勇気ありて能（よ）くしたるにあらず、耐忍勉強の力と見えしも、

皆自ら欺き、人をさへ欺きつるにて、人のたどらせたる道を、ただ

一条にたどりしのみ。余所に心の乱れざりしは、外物を棄てて顧（か

えり）みぬ程の勇気ありしにあらず、ただ外物に恐れて自ら我が手

足を縛せしのみ。故郷を立ちいづる前にも、我が○33 有為の人物なる

ことを疑はず、又我が心の能く耐へんことをも深く信じたりき。嗚

呼、彼も一時。舟の横浜を離るるまでは、○34 天晴豪傑と思ひし身も、

○35 せきあへぬ涙に手巾（しゅきん）を濡らしつるを我ながら怪しと

思ひしが、これぞなかなかに我が本性なりける。この心は生まれな

がらにやありけん、又早く父を失ひて母の手に育てられしによりて

や生じけん。 
かの人々の嘲るはさることなり。されど嫉むは愚かならずや。こ

の弱くふびんなる心を。 
赤く白く面（おもて）を塗りて、○36 赫然たる色の衣（きぬ）を纏

（まと）ひ、珈琲店に座して客を延（ひ）く女を見ては、往（ゆ）き

てこれに就かん勇気なく、高き帽を戴（いただ）き、眼鏡に鼻を挟

ませて、普魯西（プロシア）にては貴族めきたる鼻音にて物言ふ○37「レ

エベマン」を見ては、往きてこれと遊ばん勇気なし。これらの勇気

なければ、かの活発なる同郷の人々と交はらんやうもなし。この交

際の疎きがために、かの人々はただ余を嘲り、余を嫉むのみならで、

又余を猜疑することとなりぬ。これぞ余が冤罪を身に負ひて、暫時

の間に無量の艱難を閲し尽くす媒なりける。 

此为试读,需要完整PDF请访问: www.ertongbook.com
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ある日の夕暮れなりしが、余は○38 獣苑を漫歩して、ウンテル·デ

ン·リンデンを過ぎ、我がモンビジュウ街の○39 僑居に帰らんと、ク

ロステル巷の古寺の前に来ぬ。余はかの燈火（ともしび）の海を渡り

来て、この狭く薄暗き巷（こう）に入り、楼上の○40木欄に干したる敷

布、襦袢（はたぎ）などまだ取り入れぬ人家、頬髭（ほほひげ）長

き猶太（ゆだや）教徒の翁（おきな）が戸前に佇みたる居酒屋、一

つの梯（はしご）は直ちに楼（たかどの）に達し、他の梯は穴倉住

まひの鍛冶が家に通じたる貸家などに向かひて、凹字（あふじ）の

形に引きこみて立てられたる、この三百年前の遺跡を望むごとに、

心の恍惚となりてしばし佇みしこと幾度なるを知らず。 
今このところを過ぎんとするとき、鎖（とざ）したる寺門の扉に倚

（よ）りて、声を呑みつつ泣くひとりの少女あるを見たり。年は十

六、七なるべし。被りし巾を洩れたる髪の色は、薄きこがね色にて、

着たる衣は垢つき汚れたりとも見えず。我が足音に驚かされて顧み

たる面、余に詩人の筆なければこれを写すべくもあらず。この青く

清らかにて物問ひたげに愁ひを含める目の、半ば露を宿せる長き睫

毛に掩はれたるは、何故に一顧したるのみにて、用心深き我が心の

底までは徹（とお）したるか。 
○41 彼は料（はか）らぬ深き嘆きに遭ひて、前後を顧みるいとまな

く、ここに立ちて泣くにや。わが臆病なる心は憐憫の情に打ち勝た

れて、余は覚えずそばにより、「何故に泣きたまふか。ところに係累

なき外人は、却（かへ）りて力を借し易きこともあらん。」と言ひか

けたるが、我ながらわが大胆なるに呆れたり。 
彼は驚きてわが黄なる面を打ち守りしが、我が真率なる心や色に

形（あらは）れたりけん。「君は善き人なりと見ゆ。○42彼のごとく酷

くはあらじ。また我が母のごとく。」しばし涸れたる涙の泉はまた溢

れて愛らしき頬を流れ落つ。 
「我を救ひたまへ、君。わが○43 恥なき人とならんを。母は我が彼の

言葉に従はねばとて、我を打ちき。父は死にたり。明日は葬らでは
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かなはぬに、家に一銭の貯へだになし。」 
あとは○44 欷歔の声のみ。我が眼はこのうつむきたる少女のふるふ

項（うなじ）にのみ注がれたり。 
「君が家に送り行かんに、まづ心を鎮めたまへ。○45 声をな人に聞か

せたまひそ。ここは往来なるに。」彼は物語するうちに、覚えず我が

肩に倚りしが、この時ふと頭をもたげ、また始めて我を見たるがご

とく、恥ぢて我が側を飛びのきつ。 
人の見るが厭はしさに、早足に行く少女のあとにつきて、寺の筋

向かひなる大戸を入れば、欠け損じたる石の梯あり。これを上りて、

四階目に腰を折りて潜るべきほどの戸あり。少女は錆びたる針金の

先をねぢ曲げたるに、手を掛けて強く引きしに、中には咳枯（しは

がれ）たる老媼（おうな）の声して、「誰ぞ。」と問ふ。エリス帰り

ぬと答ふる間もなく、戸を荒らかに引き開けしは、半ば白みたる髪、

悪しき相にはあらねど、貧苦の痕（あと）を額に印せし面の老媼に

て、古き○46 獣綿の衣（きぬ）を着、汚れたる上靴（うわぐつ）を穿

きたり。エリスの余に会釈して入るを、かれは待ちかねしごとく、

戸をはげしくたて切りつ。 
余はしばし茫然として立ちたりしが、ふと油燈（ランプ）の光に

透かして戸を見れば、エルンスト·ワイゲルトと漆もて書き、下に仕

立物師と注したり。これ○47 過ぎぬといふ少女が父の名なるべし。内

には言ひ争ふごとき声聞こえしが、また静かになりて戸は再び開き

ぬ。さきの老媼は慇懃におのが無礼の振舞ひせしを詫びて、余を迎

へ入れつ。戸の内は○48 厨にて、右手の低き窓に、真白に洗ひたる麻

布を懸けたり。左手には粗末に積み上げたる煉瓦のかまどあり。正

面の一室の戸は半ば開きたるが、内には白布を掩へる臥床あり。伏

したるは亡き人なるべし。かまどのそばなる戸を開きて余を導きつ。

このところはいはゆる。○49 「マンサルド」の街に面したる一間なれ

ば、天井もなし。隅の屋根裏より窓に向かひて斜めに下がれる梁を、

紙にて張りたる下の、立たば頭（かしら）の支（つか）ふべきとこ
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ろに臥床あり。中央なる机には美しき○50 氈を掛けて、上には書物一、

二巻と写真貼とをならべ、陶瓶（たうへい）にはここに似合はしから

ぬ価高き花束を生けたり。そが傍らに少女は羞じらひを帯びて立てり。 
彼は優れて美なり、乳のごとき色の顔は燈火に映じてうす紅を潮

したり。手足のかぼそくたをやかなるは、貧家の女に似ず。老媼の

室を出でしあとにて、少女は少し訛（なま）りたる言葉にて言ふ。

「許したまへ。君をここまで導きし心なさを。君は善き人なるべし、

我をば○51 よも憎みたまはじ。明日に迫るは父の葬り、たのみに思ひ

しシャウムベルヒ、君は彼を知らでやおはさん。彼は○52 『ビクトリ

ア』座の座頭なり。彼が抱へとなりしより、はや二年なれば、事な

く我らを助けんと思ひしに、人の憂ひにつけこみて、身勝手なる○53 言

ひ掛けせんとは。我を救ひたまへ、君。金をば薄き給金をさきて還

し参らせん。よしや我が身は食らはずとも。それもならずば母の言

葉に。」彼は涙ぐみて身をふるはせたり。その見上げたる目には、人

に否とは言はせぬ媚態あり。この目の働きは知りてするにや、また

自らは知らぬにや。 

我が○54 隠しには二、三「マルク」の銀貨あれど、それにて足るべ

くもあらねば、余は時計をはづして机の上に置きぬ。「これにて一時

の急をしのぎたまへ。質屋の使ひのモンビシュウ街三番地にて太田

と尋ね来ん折には価を取らすべきに。」 
少女は驚き感ぜしさま見えて、余が辞別のために出だしたる手を

唇に当てたるが、はらはらと落つる熱き涙を我が手の背（そびら）

にそそぎつ。 
○55 嗚呼、なんらの悪因ぞ。この恩を謝せんとて、自ら我が僑居に

来し少女は、○56 ショオペンハウエルを右にし、○57 シルレルを左にし

て、終日（ひねもす）○58 兀坐する我が読書の窓下に、一輪の名花を

咲かせてけり。この時を始めとして、余と少女との交はりやうやく

繁くなりもてゆきて、同郷人にさへ知られぬれば、彼らは○59 速了に

も、余をもて色を舞姫の群れに漁するものとしたり。われら二人の
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間にはまだ○60 痴騃なる歓楽のみ存したりしを。 
○61 その名を斥さんは憚（はばか）りあれど、同郷人の中に事を好

む人ありて、余がしばしば芝居に出入りして、女優と交はるといふ

ことを、官長のもとに報じつ。○62 さらぬだに余が頗る学問の岐路に

走るを知りて憎み思ひし官長は、つひに旨を公使舘に伝へて、我が

官を免じ、我が職を解いたり。公使がこの命を伝ふる時余にいひし

は、御身もし即時に郷に帰らば、○63 路用を給すべけれど、もしなほ

ここに在らんには、公の助けをば仰ぐべからずとのことなりき。余

は一週日の猶予を請ひて、○64 とやかうと思ひ煩ふうち、我が生涯に

て最も悲痛を覚えさせたる二通の書状に接しぬ。この二通はほとん

ど同時に出だししものなれど、一は母の自筆、一は親族なる某が、

母の死を、我がまたなく慕ふ母の死を報じたる書なりき。余は母の

書中の言をここに反覆するに堪へず、涙の迫りきて筆の運びを妨ぐ

ればなり。 
余とエリスとの交際は、この時まではよそ目に見るより清白なり

き。彼は父の貧しきがために、充分なる教育受けず、十五の時舞の

師の募りに応じて、この恥づかしき業を教へられ、「クルズス」果て

て後、「ビクトリア」座に出でて、今は場中第二の地位を占めたり。

されど詩人○65 ハックレンデルが当世の奴隷と言ひしごとく、はかな

きは舞姫の身の上なり。薄き給金にて繋がれ、昼の○66 温習、夜の舞

台ときびしく使はれ、芝居の化粧部屋に入りてこそ紅粉をもよそほ

ひ、美しき衣をもまとへ、場外にては独り身の衣食も足らず勝ちな

れば、親○67 はらからを養ふものはその辛苦いかにぞや。されば彼ら

の仲間にて、賎しきかぎりなる業に堕ちぬは稀なりとぞいふなる。

エリスがこれをのがれしは、おとなしき性質と、剛気ある父の守護

とによりてなり。彼は幼き時より物読むことをばさすがに好みしか

ど、手に入るは卑しき○68 「コルポルタアジュ」と唱えふる貸本屋の

小説のみなりしを、余と相識る頃より余が貸しつる書を読みならひ

て、漸く趣味をも知り、言葉の訛りをも正し、いくほどもなく余に
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寄する書にも誤字すくなくなりぬ。かかれば余ら二人の間には先づ

師弟の交はりを生じたるなりき。我が不時の免官を聞きしときに、

彼は色を失ひつ。余は○69 彼が身のことに関はりしを包み隠しぬれど、

彼は余に向かひて母にはこれを秘めたまへと言ひぬ。この母の余が

学資を失ひしを知りて余を疎んぜんを恐れてなり。 
嗚呼、委（くば）しくここに写さんも要なけれど、余が彼を愛づ

る心のにはかに強くなりて、つひに離れ難き仲となりしはこの折な

りき。我が一身の大事は前に横たはりて、まことに危急存亡の秋な

るに、この行ひありしをあやしみ、また誹る人もあるべけれど、余

がエリスを愛する情は、はじめて相見し時より浅くはあらぬに、い

ま我が○70 数奇を憐れみ、また別離を悲しみて伏し沈みたる面に、鬢

の毛の解けてかかりたる、その美しき、いぢらしき姿は、余が悲痛

感慨の刺激によりて常ならずなりたる脳髄を射て、恍惚の間にここ

に及びしをいかにせむ。 
公使に約せし日も近づき、我が命は迫りぬ。このままにて郷にか

へらば、○71 学成らずして汚名を負ひたる身の浮かぶ瀬あらじ。され

ばとてとどまらんには、学資を得べき手だてなし。 
この時余を助けしは今我が同行の一人なる相沢謙吉なり。彼は東

京に在りて、既に○72 天方伯の秘書官たりしが、余が免官の官報に出

でしを見て、某新聞紙の編輯長に説きて、余を社の通信員となし、

伯林（ベルリン）に留まりて政治、学芸の事などを報道せしむるこ

ととなしつ。 
社の報酬は言ふに足らぬほどなれど、棲家をも移し、午餐に往く

食店をも変へたらんには、かすかなる暮らしは立つべし。兎角思案

するほどに、心の誠をあらはして、助けの網を我に投げ掛けしはエ

リスなりき。彼はいかに母を説き動かしけん、余は彼ら親子の家に

寄寓することとなり、エリスと余とはいつよりとはなしに、有るか

無きかの収入を合はせて、憂きがなかにも楽しき月日を送りぬ。 
朝の珈琲果つれば、彼は温習に往き、さらぬ日には家にとどまり
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て、余はキョオニヒ街の間口狭く奥行きのみいと長き休息所に赴き、

あらゆる新聞を読み、鉛筆取り出でてかれこれと材料を集む。この

截（き）り開きたる引き窓より光りを採れる室にて、定まりたる業

なき若人、多くもあらぬ金を人に貸して已は遊び暮らす老人、取引

所の業のひまを偸みて足を休むる商人などと臂を並べ、冷ややかな

る石卓の上にて、忙はしげに筆を走らせ、小をんなが持て来る○73 一

盞（ひとつき）の珈琲(コーヒー)の冷むるをも顧みず、あきたる新聞

の細長き板ぎれに挿みたるを、幾種となく掛けつらぬたるかたへの

壁に、幾度（いくたび）となく往来する日本人を、知らぬ人は何と

か見けん。また一時近くなるほどに、温習に往きたる日には返り路

（みち）に○74よぎりて、余とともに店を立ち出（い）づるこの常なら

ず軽き、○75 掌上の舞をもなしえつべき少女を、怪しみ見送る人もあ

りしなるべし。 
我が学問は荒（すさ）みぬ。屋根裏の一燈かすかに燃えて、エリ

スが劇場よりかへりて、椅子に寄りて縫ひものなどするそばの机に

て、余は新聞の原稿を書けり。昔の法令条目の枯れ葉を紙上に書き

寄せしとは異にて、今は○76 活発々たる政界の運動、文学、美術に係

る新現象の批評など、かれこれと結びあはせて、力の及ばんかぎり、

○77 ビョルネよりはむしろ○78 ハイネを学びて思ひを構へ、さまざまの

文を作りしうちにも、引き続きて維廉一世と仏得力三世との崩殂あ

りて、新帝の即位、ビスマルク侯爵の進退いかんなどの事につきて

は、ことさらにつまびらかなる報告をなしき。わればこのころより

は思ひしよりも忙はしくして、多くもあらぬ蔵書をひもとき、○79 旧

業をたづぬることも難く、大学の籍はまた削られねど、謝金を収む

ることの難ければ、ただ一つにしたる講筵だに往きて聴くことは稀

なりき。 

我が学問は荒みぬ。されど余は別に一種の見識を長じき。そをい

かにというに、およそ○80 民間学の流布したることは、欧州諸国の間

にて独逸に○81 若くはなからん。幾百種の新聞雑誌に散見する議論に


